
◇2021（令和 3）年度 

 

★各エリア（六甲山・摩耶山・布引・再度山）共通 

〇六甲・摩耶ポータルサイトの多言語化 

 https://kobe-rokko.jp/ 

 ・2019（令和元）年度：日本語・英語 

 ・2020（令和２）年度：簡体字・繁体字・韓国語 

 ・2021（令和３）年度：タイ語・スペイン語・フランス語・イタリア語・ドイツ語 

  〇道標・案内板の多言語化 

  〇歩行空間の整備 

 

★六甲山・摩耶山エリア共通 

  〇レンタサイクル（マヤチャリ、六甲山レンタサイクル）の実施 

  〇「六甲山名建築探訪ツアー」、「摩耶山・マヤ遺跡ガイドツアー」、 

「有馬サイクルロゲイニング（六甲山周遊）」、健康をテーマとした 

ウォーキングイベント、ランタントワイライトハイクを造成・実施 

 〇まやビューライン及び六甲有馬ロープウェーにおける電子チケットの導入 

 

★六甲山エリア 

〇六甲山アスレチックパークGREENIA オープン 

〇六甲オルゴールミュージアムが ROKKO森の音ミュージアム 

としてリニューアルオープン 

 

★摩耶山エリア 

〇虹の駅に副駅名（旧摩耶観光ホテル前）を設定 

〇六甲山牧場に但馬牛の牛舎を建設 

 

★布引エリア 

 〇めぐる神戸デジタルスタンプラリーにおいて、布引の滝などを巡るコースを設定し PR 

 〇六甲・摩耶ポータルサイトにてハイキングコースを紹介 

 

 

https://kobe-rokko.jp/

